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　10)キ トサンオリゴ糖の抗炎症効果
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【目　的】N－ アセチルグルコサ ミンが β1,4

グリコシ ド結合 した直鎖はキチンと呼ばれ,キ ト

サンはキチンを濃アルカ リ中で脱アセチル化する

ことにより得 られる天然高分子多糖類である。近

年キチンキ トサンを低分子化する技術が確立 され,

それにより水解可能 となり,い わゆる水溶性キチ

ンキ トサンも製品化 されるようになった。 これに

より注射による投与 も可能となったが,注 射 した

場合の生体に及ぼす影響は不明な点が多い。今回

我 々は前 回の鎮痛効果 が最 も強 く現れた10%キ

トサンの鎮痛効果が,抗 炎症作用に起因す るのか

否かを検索するため,実 験的腹膜炎法によりキ ト

サンの抗炎症作用を調べることを目的とした。

【材料 と方法】実験動物は6WのICR雄 性マウ

ス。実験薬物は,10%キ トサンオ リゴ糖溶液,5%

アスピ リン懸濁液,生 理食塩液,0.7%酢 酸溶液,

1.0%Evans　 Blueを 用 いた。方法1と して,各

実験薬物 を1匹 あたり0.5ml腹 腔内投与,1時 間

放置 したの ち0.7%酢 酸溶液 を1匹 あた り0.5ml

腹腔内投与 した。 さらに1時 間放置後,頸 椎脱臼

後開腹 して腹膜 を含む腹部筋層 を切除。通法に

従ってHE染 色 を施 し組織を観察 した。方法2と

して1.0%Evans　 Blueを1匹 あたり0.2ml尾 静脈

投与 したのち1時 間放置,そ の後各実験薬物 を

1匹 あたり0.5ml腹 腔内投与 し,再 度1時 間放置。

0.7%酢 酸溶液 を1匹 あたり0.5ml腹 腔内投与 し

さらに1時 間放置。頸椎脱臼後開腹後,腹 腔内に

5mlの 蒸留水 を注入,洗 浄 したのち4mlの 色素

を回収 。遠沈管に3ml移 し蒸留水で希釈(全 量

10ml),し たのち波長610nmで 吸光度を測定 した。

【結果 と考察】①マウスの急性炎症による血管透

過性 は,対 照と比較 して アスピリンおよびキ ト

2011

サンオリゴ糖の投与によって有意に抑制 された。

②管透過性の抑制効果はアスピリンとキ トサンオ

リゴ糖間に有意 な差 は認 められなかった。 ③対

照,ア スピリンおよびキ トサ ンオリゴ糖間におい

て,病 理組織像 に大きな相違を認めることはでき

なかった。

【結　論】キ トサ ンオ リゴ糖による鎮痛効果には,

キ トサンオ リゴ糖の抗炎症作用も関与 しているこ

とが示唆 された。
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